
授業の心理学 指導案

テーマ：バーナム効果

1、本時のねらい

バーナム効果について知り、自分や他人の性格や考え方を占い等で決めつけないで、

自分で判断することの大切さを知る。

2、展開の視点

・実際に血液型-性格診断検査を行い、結果が「自分にあてはまっている」と思わせる。

・自分の血液型と性格診断結果が関係ないことを知る。

・以上を踏まえて「バーナム効果」について知り、今までの自分を見直し、これからの

自分に活かせるよう促す。

3、本時の展開

授業者：中村・岩本

活動内容 教師の支援

導入 ・占いや性格判断について、普段

どのように感じているか話す。

○占いや性格判断の本や雑誌の特集等を提示す

る。

展開 ・血液型-性格判断検査をする。

・結果を知る。

・ 「バーナム効果」について知

る。

・ ｢どうしてバーナム効果が起こ

ってしまうのか｣について知

る。

○実際に性格判断検査を一人一人行なう。

○A,B,O,AB 型それぞれがランダムに配置され

ていたことを明らかにする。

○診断結果が思い込みの影響があったことを知

る。

○ 「バーナム効果とは、誰にでも該当するよ

うな曖昧で一般的な性格をあらわす記述

を、自分だけに当てはまる正確なものだと

捉えてしまう心理学の現象」だということ

を説明する。

○ 占いなどには、誰にでも該当するような曖

昧で一般的な性格をあらわす記述があるこ

と、加えて｢あなたは…｣などという、読み

手だけを限定したかのような記述があるこ

とから、多くの人が『当たっている!』と思

ってしまうことを、資料を用いて例を挙げ

ながら説明する。

○ ｢バーナム効果がなぜ起こってしまうのか｣

の内容についてまとめた資料を配布してわ

かりやすいようにする。



終末 ・感想を発表する。

・占い等を見るときの注意点や意

識することを確認する。

○これまでの流れの感想を何人かに発表させ

る。

○最後に、占い等を見るときにバーナム効果の

影響を受けることもあるため、それを踏まえ

て占い等を楽しむようにアドバイスする。

･本時の授業で使用した資料
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